
【「日本再興戦略」改訂2014-未来への挑戦-（平成26年６月24日閣議決定）】 
 一．日本産業再興プラン 
 １．緊急構造改革プログラム（産業の新陳代謝の促進） ⅲ）サービス産業の生産性向上 
   ・サービス産業の革新的な経営人材の育成を目指した大学院・大学における、サービス産業に特化した 
    実践的経営プログラムや、専門学校等における実践的教育プログラムを開発・普及 
 ２．雇用制度改革・人材力の強化 ⅰ）女性の活躍推進 
   ⑨ 「女性の活躍応援プラン（仮称）」等の実施 
     ～ 具体的には、①家事・育児・介護等で地域貢献を希望する方、②正社員や保育士等として再就職を 
       希望する方、③起業・NPO等の立ち上げを希望する方向けに、マザーズハローワークや学び直し支援、 
       トライアル雇用や創業スクール等の取組を進める。 

 専修学校、大学、大学院、短期大学、高等専門学校、高等学校等と産業界等が産学官コンソーシアムを組織し、その下で職域プロジェクトを展開し、協
働して、就労、キャリアアップ、キャリア転換を目指す社会人、生徒・学生、育児休業中・子育てのために離職している女性等に必要な実践的な知識・技
術・技能を身につけるための学習システム等を構築する。そのような取組を通じて、成長分野等における中核的専門人材や高度人材の養成を図る。 

（背景） 

（事業の趣旨） 

中核的専門人材や高度人材の養成、社会人や女性の学び直しを全国的に推進 

 産学官コンソーシアム（分野別）          

 職域プロジェクト                             

【成長分野の例】 
 「環境・エネルギー」「食・農林水産」「医療・福祉・健康」「クリエイティブ」 
 「観光」「ＩＴ」「社会基盤」「工業」「経営基盤強化」          等 

専門学校、大学、大学院 
短大、高専、高等学校、 
高等専修学校 等 

企業、業界団体 
医療・福祉施設等 行政機関 等 

【連携体制】 

○ 環境・エネルギー分野･･･「建築･土木･設備」「自動車整備」 ○ 食・農林水産分野･･･「６次産業化プロデューサー」「アグリビジネス」   ○ 医療･福祉･健康分野･･･「介護」「看護」「保育」「食・栄養」  
○ クリエイティブ分野･･･「ファッション」「美容」「アニメ人材」 ○ 観光分野･･･「インバウンド」「ツアープランナー」      ○ ＩＴ分野･･･「クラウド」「情報セキュリティ」「スマホ・アプリ」 
○ 社会基盤分野･･･「次世代国内インフラ」「インフラ海外展開」 ○ 工業分野･･･「防災都市工学」       ○ 経営基盤強化分野･･･「企業会計」「記録情報管理」  等 

 地域版学び直し教育プログラムの開発・実証 
 

開発した全国的な標準モデルカリキュラム等を活用し、各地域の専修学校・大学等において、地元企業や業界団体等のニーズを踏まえた「オーダーメード型教育プログラム」を開発・実証。 
 

・後期中等教育段階と高等教育段階の連携による実践的・創造的技術者等の養成に対応した教育カリキュラム等の開発・実証   
・発達障害のある生徒等、特別に配慮が必要な生徒・学生が学ぶための教育カリキュラム等の開発・実証              
  
  

 特色ある教育推進のための教育カリキュラムの開発・実証 
後期中等教育段階から高等教育や職業へ継続性のある教育カリキュラムの開発・実証により、円滑な移行を促進。 

産学官コンソーシアムの方針等を踏まえ、各分野・職域の全国的な標準モデルカリキュラム等を開発・実証。 

 全国的な標準モデルカリキュラム等の開発・実証  

企業・業界団体等のニーズを踏まえた養成すべき人材像を設定・共有し、各職域プロジェクトの進捗管理・評価等を行う。 

【 経済財政運営と改革の基本方針2014 ～デフレから好循環拡大へ～（平成26年6月24日閣議決定）】 
１．女性の活躍、教育再生を始めとする人材力の充実・発揮 
（２）教育再生の実行とスポーツ・文化芸術の振興 （教育再生） 
   ･･･さらに、高度な職業教育のための専門学校支援を推進する。 
（３）複線的なキャリア形成の実現など若者等の活躍推進（生涯を通じて能力発揮できる人材育成･･･） 
   新しい技術や産業に適応しつつ生涯を通じて能力発揮できるよう、人材育成や職業訓練の抜本的拡充、 
  産業側・企業側ニーズに合致した質の高い職業訓練の実施、学び直し機会の充実･･･など、自らの専門性を 
  高める能力開発を行うことが出来る環境整備を進める。 

     成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進 
    （前年度予算額：１，６７９百万円） 
平成27年度予定額：１，５６７百万円 参考資料２ 
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環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ 

・建築・土木・設備 

・自動車整備 

・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ       

             等 

農業 

・6次産業化 

     ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

・ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ 

・ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ  

・農業IT      等 

林業 

・林業生産技術 

・森林経営 

           等 

畜産 

・獣医療体制 

・産業動物 

           等 

高校・高等専修学校と 
高等教育機関との連携 

・高校・高等専修学校と教育委員会、
知事部局、企業・業界団体等とが連携
した「実 践的な職業教育アドバンスド
コース」の開発             等 

健康 

・ｽﾎﾟｰﾂ医療 

・障害者ｽﾎﾟｰﾂ 

           等 

介護・看護・保育 

・介護 

・看護 

・保育 

・社会福祉 

・在宅医療    等 

食・栄養 

・食技術 

   （ｷｬﾘｱ形成） 
・食文化(和食) 

・食育      等 

歯科医療 

・歯科医療          

         等 

ファッション 

・ﾌｧｯｼｮﾝ産業 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

      ﾋﾞｼﾞﾈｽ 

・ｸﾘｴｰｼｮﾝ    等 

美容 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ 
  ｷｬﾘｱﾌﾚｰﾑﾜｰｸ 

・ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 
           等 

ｱﾆﾒ・漫画 

・ｱﾆﾒ人材 

・漫画人材 

           等 

観光 

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ 
・観光ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

・ﾂｱｰﾌﾟﾗﾝﾅｰ 

・ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑ   等 

ＩＴ 

・ｸﾗｳﾄﾞ 
・情報ｾｷｭﾘﾃｨ 
・ｽﾏﾎ・ｱﾌﾟﾘ 
・自動車組込   等 

社会基盤 

・次世代国内ｲﾝﾌﾗ 

・ｲﾝﾌﾗ海外展開 

・建設IT技術 

・ｲﾝﾌﾗ再生    等 
 

経営基盤強化 

・企業会計 

・記録情報管理 

・IT経営管理 

            等 

工業 

・防災都市工学 

          等 
 

女性の学び直し 

・保育・介護・看護分野における女性 

 の学び直し 

・観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ分野における女性の学  

 び直し                等 

食・農林水産 医療・福祉・健康 

デザイン 

・情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

・ものつくりﾃﾞｻﾞｲﾝ 

           等 

クリエイティブ 

（参考）平成２６年度 産学官コンソ-シアム等 

ｹﾞｰﾑ・CG 

・ｹﾞｰﾑ・CG 

           等 

航空産業 

・航空整備 

          等 
 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ・経営人材 

・職業教育・高等教育の資格枠組み 

・他の職域プロジェクトとの連携 

                      等 
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「観光」 
コンソーシアム 

○今後必要とされる専門人材の業界ニーズ把握 
○そのために必要な具体的なスキル等の設定・共有 
○分野内での連携・共有 

「ホテルマン」 

プロジェクト 

産学官コンソーシアム 

職域プロジェクト（全国版） 

○全国的な標準モデルカリキュラム等の開発・実証 
○教材の作成 
○実証講座の実施 

「ニューツーリズム（医療）」 
プロジェクト 

「ホテルマン」 

プロジェクト 

職域プロジェクト（地域版） 

○全国版カリキュラム・教材の活用 
○地域別のニーズ・課題に対応した講座の実証 

開発したカリキュラム等は公開し、全国の専門学校・大学等において、 
 ①正規カリキュラムへの導入 ②企業研修や社会人・女性向けの短期講座の開設 などに活用 

インバウンド観光、MICE（国際会議等誘致）にかかる専門人材の特性調査、都市調査
を踏まえ、インバウンド・着地型観光人材教育プログラムの開発・実証等 

成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進 「観光」分野取組事例 

【教育機関等】 
◎横浜商科大学、神戸夙川学院大学、長崎国際
大学、神田外語学院、駿台トラベル＆ホテル専門
学校、全国高等学校観光教育研究協議会 など 

【企業・業界団体等】 
(株)ジャパンインバウンドソリューションズ、
(株)JTB総合研究所、日本政府観光局（JNTO）、
日本観光振興協会、横浜市、神戸市 など 

 日本再興戦略等における訪日外国人の受入れ拡大政策や東京五輪の開催などを踏まえ、今後、確実に人材需要が高まることが予想される「観光」分野
において、必要となる知識・技術を習得するためのモデルカリキュラム等を開発・実証。 

【教育機関等】 
◎富山情報ビジネス専門学校、岡山情報ビジネス
学院、国際外語・観光・エアライン専門学校、穴吹
カレッジグループ、郡山情報ビジネス専門学校、横
浜商科大学、成城大学、川村学園女子大学、関
西国際大学、和歌山大学、別府溝部学園短期大
学 など 

【企業・業界団体等】 
日本ホテル（株）、ＡＮＡクラウンプラザ富山、 
(独) 国際観光振興機構（JNTO）、(社)日本ホテ
ル協会、（一社)日本旅行業協会（ANTA）、富
山県観光・地域振興局、石川県教育委員会 
など 

観光業界の人材ニーズの収集・分析、養成すべき専門人材の目標設定・共有。カリキュ
ラムや教材の普及促進。各職域プロジェクトへの助言や進捗管理・評価情報発信 等 

「観光プロ
デューサー」 

プロジェクト 

「ニューツーリ
ズム」 

プロジェクト 

【日本再興戦略（H26.6.24閣議決定）】  訪日外国人旅行者数 現状 1,036万人（2013年） → 目標（KPI） 3,000万人超（2030年） 

別府溝部学園短期大学、大分大学、専門学校、別府市、観光協会、中小企業団体、病
院等が連携し、日本一の湧出量と源泉数を誇る別府地域の温泉資源と医療との連携に
よる「医療ニューツーリズムに対応した観光プロデューサー」育成のためのカリキュラム
を開発・実証 

［業界全体のニーズ］  訪日外国人旅行者数の拡大に対応した専門人材の養成 

［地元産業のニーズ］  温泉地では「健康」「療養」などを目的とした滞在型の観光ニーズの 
               高まりに対応した専門人材の養成 

3 


